別紙1　12月1日以後に給与等の支給がない人の年末調整のやり方

〇対象となる従業員
　・令和8年分の最後の給与等を令和8年11月30日以前に支払う従業員（12月に給与の支給がなく、改正前の規定で年末調整を行う従業員）が対象です。
　・この従業員には、基礎控除・給与所得控除の見直しおよび扶養親族等の所得要件の改正（令和8年12月1日施行）が適用されません。改正後の控除等を受けるためには、従業員本人が確定申告等を行う必要があります。
　・生命保険料控除の引き上げ（23歳未満の扶養親族の特例）は令和8年12月1日施行の対象ではないため、当該従業員にも適用されます。ただし、特例の対象となる親族の判定は改正前の基準で行います。

〇改正前の基準で判定する項目
　・申告書に記載する配偶者・扶養親族等の所得金額は、改正前の基準で記載します。判定に用いる所得要件は次のとおりです。
	対象
	改正前の基準
（当該従業員）
	Edge Trackerの判定（改正後）

	扶養親族・同一生計配偶者・ひとり親の生計を一にする子
	58万円以下
	62万円以下

	特定親族
	58万円超　123万円以下
	62万円超　123万円以下

	配偶者特別控除の対象となる配偶者
	58万円超　133万円以下
	62万円超　133万円以下

	勤労学生
	85万円以下
	89万円以下

	生命保険料控除「23歳未満の扶養親族」
	58万円以下
	62万円以下


※金額はいずれも合計所得金額です。

〇Edge Tracker年末調整申告での取扱い
　・Edge Tracker年末調整申告は改正後（新法）の計算ロジックのみに対応しています。改正前・改正後の分岐には対応しておらず、改正前の基準による登録および所得金額の手修正はできません。
　・配偶者・扶養親族の所得金額は改正後の給与所得控除で自動計算され、所得見積額のチェックも改正後の金額で行います。そのため、改正前の基準では対象外となる親族（例：合計所得金額60万円の扶養親族）もエラーにならずに登録でき、そのままMJS給与へ連携されます。
　・改正前の規定に合わせた修正は、MJS給与へ連携した後にMJS給与システム側で行います。

〇対応手順
　①業務管理者は、12月に給与の支給がない従業員を事前に把握してください。
　②従業員は、Edge Tracker年末調整申告で通常どおり申告書を入力・提出します。
　③業務管理者は、『年調からMJS給与への連携』で申告書の内容をMJS給与システムへ連携します。
　　※MJS給与システムでは、登録されている給与・賞与の支給日と支給額から、令和8年12月1日以後に支給があるかどうかを自動で判定し、改正前・改正後の計算を切り替えます（改正前・改正後を選ぶ設定はありません）。
　④MJS給与システムで、配偶者・扶養親族等を改正前の基準に修正します。
・扶養親族等の区分：『社員登録』（Galileoptは『社員情報登録』）の扶養親族等（家族情報）で変更します。
・配偶者の合計所得金額、扶養親族等の所得見積額：『年調データ入力』（ACELINK NX-Pro/CEは『社員登録』でも可）で修正します。
※合計所得金額が次の範囲の人は、改正前の基準では扱いが変わります。
・58万円超62万円以下の扶養親族：扶養親族に該当しません。ただし19歳以上23歳未満の人は特定親族となります（Edge Trackerでは特定扶養親族と判定されます）。
・58万円超62万円以下の配偶者：配偶者控除の対象外となり、配偶者特別控除の対象となります（本人の合計所得金額が1,000万円以下の場合）。
・85万円超89万円以下の勤労学生：勤労学生に該当しません。
　⑤MJS給与システムで、年末調整の計算を行います。
　⑥生命保険料控除の「23歳未満の扶養親族」の内容を、改正前の基準（合計所得金額58万円以下）で確認します。確認方法は、連携先の製品により異なります。
・ACELINK NX-Pro/CE、MJSLINK/Galileopt：改正前の規定で年末調整を行う従業員に対象外の親族が入力されている場合、MJS給与システム側で警告を表示します。警告が表示された場合は修正し、再計算します。
・かんたんクラウド給与：23歳未満の扶養親族の所得見積額を保持しないため、かんたんクラウド給与側ではチェックを行いません。Edge Tracker年末調整申告の保険料控除申告書で、対象の親族の所得見積額を確認してください。
※MJS給与システムの警告はチェックのみで、年末調整の計算では考慮されません。対象外の親族が含まれている場合は、必ず手修正してください。
※改正前の規定で年末調整を行う場合も、生命保険料控除の特例を適用したときは、源泉徴収票の摘要欄に「租税特別措置法第41条の15の5第1項適用」と記載されます。
　
⚠ 注意点
　・Edge Tracker年末調整申告では改正前の基準によるチェックを行わないため、手修正を行わずに年末調整を行うと、改正後の基準による内容で計算されます。対象の従業員がいる場合は、連携後に必ず内容を確認してください。
　・特に、かんたんクラウド給与へ連携する場合は、かんたんクラウド給与側でも23歳未満の扶養親族のチェックが行われないため、誤りに気づきにくくなります。連携後の内容の確認は、特に注意して行ってください。
以上
